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第
百
四
号 

❑去る２月25日、豊橋市民センターにて日本会議東三河地
区会員の集いが開催された。根本幸典衆議院議員、豊橋市
議会議員３名の出席があり、国民投票につき具体的な運動論
が語られた。 

日本の建国を祝う 
愛知県民の集い 

開催さる 
❑去る２月11日、愛知県護国神社ならびに桜華会
館にて日本の建国を祝う愛知県民の集いが開催さ
れた。第1部：愛知県護国神社正式参拝 第2部：
奉祝式典 第3部：記念講演「現代に甦る古事記の
こころ」吉木誉絵氏のプログラムで進行された。 

日本会議東三河地区 

会員の集い 開催さる 

愛知１５選挙区 
実務者会議 
開催さる 

❑去る２月20日、名古屋都市センターにて愛知１５
選挙区実務者会議が開催された。愛知県議会議員、
名古屋市会議員の方々と、各選挙区の実務者が集
い、国民投票に向けた運動方針が話し合われた。 

南部文宏議員が 
愛知県議会一般質問に登壇 

❑去る３月２日、愛知県議会一般質問に南部文宏議員が登
壇。北朝鮮ミサイル発射によるＪアラートや避難訓練実施など
について本県の対応を質した。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■４月１日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月次祭」に参列いただけます。 
■引き続き５月６日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
３月５日は９名の参加でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （３月５日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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事
務
局
日
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（二
月
）  

 
 
 
 
 
 
   

 

服
部
守
孝 

昨
年
八
月
下
旬
の
平
日
、
久
し
振
り
に
奈

良
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
新
幹
線
で
京
都
ま

で
行
き
近
鉄
の
急
行
列
車
に
乗
り
換
え
約

四
十
五
分
で
近
鉄
奈
良
駅
に
到
着
し
ま
し

た
。
本
日
の
目
的
地
は
東
大
寺
内
に
あ
る

一
条
院
宮
墓
地
で
す
が
、
ま
ず
は
駅
か
ら

南
西
方
向
の
第
九
代
開
化
天
皇
陵
を
目
指

し
ま
す
。
駅
横
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
を

南
下
し
突
き
当
り
の
三
条
通
を
右
折
、
西

へ
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
た
右
側
に
ビ

ル
に
挟
ま
れ
て
参
道
入
り
口
が
あ
り
ま
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

一
条
院
宮
墓
地
は
東
大
寺
大
仏
殿
の

南
西
の
程
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
東
大
寺
ま
で
は
二
キ
ロ
ほ
ど
あ

り
、
今
日
は
非
常
に
日
差
し
が
強
く

暑
い
日
で
あ
っ
た
の
で
タ
ク
シ
ー
を

拾
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー

を
降
り
る
と
周
り
は
鹿
だ
ら
け
、
動

物
園
み
た
い
な
臭
い
で
ム
ッ
と
し
ま

す
。
鹿
と
同
じ
く
ら
い
多
い
の
が
外

国
人
、
日
本
人
は
二
割
に
満
た
な
い

と
い
う
感
じ
で
す
。 

せ
っ
か
く
な
の
で
大
仏
様
も
参
拝
し

ま
し
た
。
拝
観
料
を
払
っ
て
回
廊
の

内
側
へ
は
い
る
と
広
い
敷
地
い
っ
ぱ

い
に
大
き
な
テ
ン
ト
を
張
っ
て
ベ
ン

チ
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
何
か

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ス
マ
ホ
で
調
べ
て
み
る
と
第
三
十
二

回
国
民
文
化
祭
・
な
ら
二
〇
一
七
の

開
会
式
が
こ
こ
で
開
か
れ
る
よ
う
で

す
。
設
営
作
業
を
横
目
で
見
な
が
ら

大
仏
殿
に
入
り
参
拝
し
ま
し
た
。
合

掌
。 

大
仏
様
の
周
り
を
一
周
し
て
大
仏
殿

を
後
に
し
て
回
廊
の
外
側
に
出
ま
し

た
。
そ
し
て
回
廊
正
面
す
ぐ
の
と
こ

ろ
に
あ
る
の
が
、
五
百
立
神
社
で
す
。

五
百
立
神
社
は
大
仏
殿
創
建
に
従
事

し
た
五
百
人
の
工
匠
が
、
工
事
が
完

成
す
る
と
五
百
羅
漢
に
な
っ
て
天
空

高
く
飛
び
立
ち
、
姿
を
消
し
た
と
の

説
話
が
起
源
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

参
道
を
南
下
し
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
手
前
を
右
に
入
っ
て
右
側
の
勧

学
院
、
真
言
院
と
い
う
お
寺
の
西
隣

に
隣
接
す
る
の
が
一
条
院
宮
墓
地
で

す
。
後
陽
成
天
皇
皇
子
の
尊
覚
親
王

の
お
墓
と
後
水
尾
天
皇
皇
子
の
真
敬

親
王
の
お
墓
で
す
。
合
掌
。 

      

最
後
に
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

学
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
帰
り

は
時
間
が
あ
っ
た
の
で
節
約
し
て
近

鉄
特
急
に
乗
り
ま
し
た
。 

 
 

（
愛
知
県
本
部 

松
川
秀
康
） 

よ
」
と
答
え
た
ら
、
「
つ
い
で
に
わ
し
の

お
っ
か
も
え
え
き
ゃ
あ
も
？
」
と
仰
せ
で
、

ご
夫
婦
で
一
泊
二
日
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

れ
た
の
だ
っ
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
の

こ
と
だ
っ
た
。
み
な
さ
ん
に
マ
イ
ク
を
回

し
て
感
想
な
ど
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
兄
上
を
先
の
大
戦
で
亡
く

さ
れ
た
御
遺
族
で
あ
る
こ
と
、
年
の
離
れ

た
兄
上
が
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
、
天
皇
陛

下
様
の
お
言
葉
を
兄
上
に
代
わ
っ
て
聴
け

た
こ
と
な
ど
を
、
泣
き
な
が
ら
話
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
あ
り
と
思
い
出
さ
れ
る
。
そ

の
翌
月
よ
り
第
一
回
清
掃
奉
仕
会
が
始

ま
っ
た
が
、
鈴
木
さ
ん
は
連
続
百
回
の
金

字
塔
を
打
ち
立
て
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
二

月
の
清
掃
奉
仕
に
姿
が
見
え
な
か
っ
た
の

で
、
少
し
気
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
寒
中

を
無
理
さ
れ
る
よ
り
は
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、
今
日
の
訃
報
で
あ
る
。
奥
様
は
私
に

連
絡
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
知
ら
な
い
の

で
護
国
神
社
に
電
話
さ
れ
た
由
。
鈴
木
さ

ん
は
、
い
つ
も
明
る
く
て
黙
々
と
掃
除
を

さ
れ
て
い
た
。
春
な
ら
「
だ
い
ぶ
ぬ
く
と

な
っ
た
な
も
」
夏
な
ら
「
毎
日
暑
い
な

も
」
秋
な
ら
「
だ
い
ぶ
涼
し
な
っ
て
来
た

な
も
」
冬
な
ら
「
今
日
は
さ
ぶ
い
な
も
」

と
時
候
の
挨
拶
を
さ
れ
て
い
た
。
鈴
木
さ

ん
は
百
回
を
達
成
さ
れ
て
兄
上
の
待
つ
天

に
還
ら
れ
た
。
私
は
鈴
木
さ
ん
の
意
思
を

受
け
継
い
で
二
百
回
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

二
日(

金)

大
阪
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
交
声
曲

「
海
道
東
征
」
コ
ン
サ
ー
ト
へ
家
内

と
出
か
け
た
。
「
海
道
東
征
」
は
、

作
曲
・
信
濃
潔
と
、
作
詞
・
北
原
白

秋
に
よ
り
神
武
天
皇
即
位
か
ら
数
え

て
皇
紀
二
六
〇
〇
年
（
昭
和
十
五

年
）
に
制
作
、
発
表
さ
れ
た
が
、
戦

後
は
長
ら
く
封
印
さ
れ
て
来
た
。
全

八
章
か
ら
な
る
荘
厳
な
曲
目
は
、
時

の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
に
魅
了
さ

れ
た
。 

三
日(

土)

日
本
会
議
知
多
支
部
二
月

例
会
に
参
加
。
三
十
～
四
十
代
の
参

加
者
が
大
半
で
、
終
了
後
の
懇
親
会

も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

四
日(

日)

第
一
〇
二
回
愛
知
県
護
国

神
社
清
掃
奉
仕
会
に
参
加
。
月
参
り

に
も
参
列
し
、
参
拝
者
控
室
に
て
建

国
行
事
の
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。 

五
日(

月)

東
海
市
民
芸
術
劇
場
で
開

催
さ
れ
た
、
「
竹
田
恒
泰
先
生v

s

馬

場
あ
き
ひ
ろ
」
講
演
会
に
参
加
。 

七
日(

水)

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
企

画
会
議
に
参
加
。
本
年
は
、
戦
前
の

日
本
が
海
外
に
雄
飛
し
た
事
例
を
研

究
発
表
し
、
タ
イ
ト
ル
を
「
大
東
亜

へ
の
夢
」
と
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。 

九
日(

金)

日
本
会
議
愛
知
経
済
人
交

流
会
を
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催
。

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、
参
加
者

か
ら
は
定
例
化
を
望
む
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。 

十
一
日(

日)

第
十
六
回
日
本
の
建
国

を
祝
う
愛
知
県
民
の
集
い
を
開
催
。

追
加
の
椅
子
が
足
ら
な
く
な
る
程
の

盛
況
ぶ
り
と
な
っ
た
。
終
了
後
は
ス

タ
ッ
フ
で
、
講
師
の
吉
木
誉
絵
さ
ん

を
囲
ん
だ
懇
親
会
を
開
催
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

十
七
日(

土)

一
泊
二
日
の
伊
勢
で
開

催
さ
れ
た
全
国
研
修
会
へ
参
加
。
一

年
ぶ
り
に
会
う
方
々
も
多
く
旧
交
を

温
め
た
。 

十
八
日(

日)

早
朝
、
内
宮
御
垣
内
参

拝
。
極
寒
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
神 

域
は
実
に
清
々
し
く
壮
麗
な
雰
囲
気
に
身

も
心
も
清
め
ら
れ
た
。 

二
十
日(

火)

愛
知
十
五
選
挙
区
実
務
者
会

議
を
開
催
。
各
選
挙
区
か
ら
総
勢
三
十
名

の
参
加
が
あ
り
、
国
民
投
票
に
向
け
た
運

動
方
針
に
つ
き
熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。 

二
十
四
日(

土)

日
本
会
議
春
日
井
支
部
二

月
例
会
へ
。
不
覚
に
も
風
邪
の
た
め
途
中

退
席
。 

二
十
五
日(

日)

日
本
会
議
東
三
河
地
区
会

員
の
集
い
を
開
催
。
根
本
幸
典
衆
議
院
議

員
、
豊
橋
市
議
会
議
員
三
名
の
出
席
も
あ

り
、
具
体
的
な
運
動
論
が
語
ら
れ
た
。 

二
十
八
日(

水)
 

愛
知
県
護
国
神
社
の
神

職
さ
ん
よ
り
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
清
掃

奉
仕
会
連
続
百
回
出
場
の
鈴
木
要
吾
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
鈴
木
さ
ん
に

は
一
月
の
清
掃
奉
仕
会
で
百
回
記
念
の
花

束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
「
あ
り

が
と
う 

あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
。

私
は
「
二
百
回
ま
で
お
元
気
で
来
て
下
さ

い
」
と
答
え
た
が
、
そ
れ
が
最
後
の
お
別

れ
と
な
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
奉
祝
写
真
展
を

護
国
神
社
境
内
に
お
い
て
開
催
し
た
時

だ
っ
た
。
皇
居
前
広
場
で
の
奉
祝
祭
典
参

加
ツ
ア
ー
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
た
ら
、

「
わ
し
も
連
れ
て
っ
て
ま
え
ん
き
ゃ
あ

も
？
」
と
昔
懐
か
し
い
名
古
屋
弁
で
尋
ね

ら
れ
た
。
私
は
「
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
で
す 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
三
十
八 

次
に
開
化
天
皇
陵
と
背
中
合
わ
せ
に
あ
る

漢
国
（
か
ん
ご
う
）
神
社
を
参
拝
し
ま
し

た
。
参
道
入
り
口
ま
で
戻
り
北
東
方
向
に

回
り
込
み
ま
す
。
鳥
居
は
あ
る
の
で
す
が
、

社
殿
は
塀
で
囲
ま
れ
て
い
て
外
か
ら
見
る

と
お
寺
の
よ
う
な
造
り
の
神
社
で
す
。
こ

こ
は
我
国
で
唯
一
の
「
饅
頭(

ま
ん
じ
ゅ

う)

の
社
」
で
も
あ
る
そ
う
で
す
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。 

そ
し
て
そ
こ
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南

下
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
率
川
坐
大
神

御
子
（
い
ざ
が
わ
に
ま
す
お
お
み
わ
み

こ
）
神
社
こ
と
率
川
神
社
で
す
。
正
式
名

称
か
ら
見
て
わ
か
る
と
お
り
大
和
国
の
一

宮
の
大
神
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
大
物
主

大
神
の
御
子
で
あ
る
媛
蹈
鞴
五
十
鈴
姫
命

（
ひ
め
た
た
ら
い
す
ず
ひ
め
の
み
こ
と
）

が
御
父
神
、
御
母
神
と
と
も
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
神
武
天
皇
の
皇
后
様
で
す
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。 

さ
て
東
大
寺
に
向
か
い
ま
す
。 


